
中学校

小学校

中学校

小学校

中３

小６

学校給食における1食当
たりの食塩相当量
（単独調理場）

学校給食における1食当
たりの食塩相当量
（共同調理場）

ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

【DX・学びの件づくり】令和４年度児童生徒の食に関する実態調査を、インターネットフォームを活用したタブレットからの回答とすることで、
迅速に集計結果を得られるようにする。
【DX】勤務しながらでもより参加しやすい研修方法として、新規栄養教諭への研修にZoom等を活用する。

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） R２年度 R３年度 R４年度

No 成果指標

24,643 22,944
要求

単
位

R１年度
推
移

事　業　名 安心・安全な学校給食及び食育の推進事業費
部局 教育委員会事務局 課・室 保健厚生課

実施期間 不明

事業番号

１　現状と課題

15 09 02 事業改善シート （令和４年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail hokenko@pref.nagano.lg.jp

目指す姿
○児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、心身の健全な発達を促している。
○学校給食を活用した食に関する指導及び家庭への情報発信により、児童生徒の食生活全体の改善を促している。

総合的に展開
する重点政策

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進

要求 22,517

２　令和４年度事業内容

予算のポイント
・

主な取組
（予定）

これまでの
取組

栄養教職員の研修実施、夜間定時制高等学校夜間学校給食の実施、など

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・正しい食習慣を身に付けていくための児童生徒への指導及び家庭
への周知がすべてに等しく実施されていない。令和元年度に実施し
た「つながる食育推進事業」での指導方法や啓発の在り方を関係団
体・機関と連携し県全体に進めていく必要がある。

・食塩相当量の平均値は減少しているが、個々のデータを見ると各施
設で差があり、全体で減塩となるよう取り組む必要がある。

・「つながる食育推進事業」で実践した、小中９年間を通して食育を体
系づけ計画的に実施する効果的な指導の在り方を新たにモデル校を
設定して実施できるよう調整を進めるとともに、令和元年度に実施した
成果を様々な機会を通して発信し他地域へ広げる取組を行う。

・各施設（単独調理場、共同調理場）が、国の示す食塩相当量の摂取
基準値に近づくよう、減塩の工夫や効果的な取組を研修等で周知・
啓発していく。

✔学校・家庭・地域で取組む食育推進事業
　令和元年度児童生徒の食に関する実態調査結果を踏まえ、
　学校全体で課題解決に向けた取組を推進する体制づくりを支援

✔つながる食育推進事業
　つながる食育推進事業（小中９年間を通した食育の体系づけ等）
  の他地域への展開
　
✔食育授業実践校の指定（４校）
　学校全体でカリキュラム・マネジメントによる食育授業を実践

✔栄養教諭等の指導力向上
　従来の研修に加え、令和４年度に任用替え選考により採用された
  新規栄養教諭に対し、教員としての指導方法を身に着けてもらう
  ことで、児童生徒への食育推進を図る

✔令和４年度児童生徒の食に関する実態調査（３年度に一度）
　児童生徒の食生活に関する課題を明らかにし、学校における食育
  推進の基礎資料及び県食育推進計画の目標・指標の進捗管理
  及び評価のための資料

未定
（R4.7予

定）
現状以下

R４年度
目標値

R２年度
推
移

R３年度
（見込）

予算案

補正予算 -204 

22,517

予
算
額

前年度繰越 0 0

当初予算

合計（A) 24,439 22,944

22,517

予算案

うち一般財源 24,439

2 ％ ― ― 5.0

22,944
要求

3 g 2.4 ↗ 2.3

―
未定

（R4.7予
定）

現状以下

予算案

朝食を欠食する児童生
徒の割合（％）

1 ％ ― ― 3.4 ―

4 g 2.8 → 2.8 ―
未定

（R4.7予
定）

現状以下

―
未定

（R4.7予
定）

現状以下

2.9

6 g 3.0 → 3.0 ―
未定

（R4.7予
定）

現状以下

―
未定

（R4.7予
定）

現状以下
職員数（人） 2.9 2.9

5 g 2.5 ↗ 2.4

 決　算　額（B） 21,673

目
標
値

1.第３次食育推進計画で子どもの朝食欠食率の目標値を「現状以下」と設定しているため
2.学校給食摂取基準における推奨値が、小学校2.0ｇ未満、中学校2.5g未満と定められており、急激な減塩による味覚の変化からの残菜を増やさ
　ないためにも、来年度の目標値として現状以下を目指す

設
定
理
由

成
果
指
標

1.朝食を食べることは、望ましい生活習慣の形成につながること等から、朝食欠食率を設定
2.児童生徒が薄味（減塩食）に慣れることは、将来に渡る健康的な食習慣の習得につながることから、学校給食における食塩相当量を設定

【つながる食育推進事業】

【令和元年度児童生徒の食に関する事態調査】

mailto:hokenko@pref.nagano.lg.jp


15 09 02

キャリアアップⅠ、Ⅱ研修、任用替えによる新規栄養教諭向け研修
文部科学省主催研修や全国大会への派遣及び全体研修での伝達
衛生管理推進研修会（年１回）
栄養教諭・学校栄養職員研究協議会（１～２回）

夜間定時制高等学校におけ
る夜間学校給食（夜食）の提
供

委託
調理委託校（１校）
調理業務委託経費を負担

夜食に係る食材料費を補助（1食当たり71円税込）
弁当校（12校）、補食校（3校）の人件費相当額（食材加工に係る経費）を負担

No. 細事業を構成する主な取組

学校・家庭・地域全体で取り組む食育推進事業
778 796

要求 880

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

直接

1 栄養教諭の研修等

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名 安心・安全な学校給食及び食育の推進事業費 部局 教育委員会事務局 課・室 保健厚生課

No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

1

1
夜間定時制高等学校におけ
る夜間学校給食（夜食）の提
供

直接

Ｒ４年度
当初予算

千円 千円 千円

2 つながる広がる食育事業

2

千円 千円 千円

予算案

直接 市町村教育委員会学校給食担当課長会議（１～２回）
学校給食研究協議会（旧・学校給食主任研究協議会）（１回）
フォーラム等での事例発表（３回程度）

2 夜間定時制高等学校夜食費
23,865 22,148

要求 21,637

予算案

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算
Ｒ４年度

当初予算

 実施方法 令和４年度　実施内容（予定）


